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今
か
ら
８
０
０
年
ほ
ど
前
の
建
仁
元

︵
１
２
０
１
︶
年
４
月
、
越
後
平
氏
で

鳥
坂
城
︵
新
潟
県
中
条
町
、
現
在
の
胎

内
市
︶
の
城
主
で
あ
っ
た
城
資
盛
が
、

鎌
倉
幕
府
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
城
氏
の
中
に
男
以
上

の
弓
矢
の
名
手
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
板
額
御
前
で
す
。
資
盛
の
叔
母
で

あ
る
板
額
は
、
﹁
童
形
少
年
の
よ
う
に

髪
を
キ
リ
リ
と
結
び
、
矢
倉
の
上
か

ら
弓
を
射
り
、
百
発
百
中
で
こ
れ
に

当
た
っ
て
も
の
は
皆
死
ん
だ
と
い
う
。

板
額
が
け
が
を
す
る
と
、
資
盛
は
敗

北
し
、
捕
ら
え
ら
れ
た
板
額
は
、
鎌

倉
で
将
軍
の
源
頼
家
に
引
き
合
わ
さ

れ
た
が
、
堂
々
と
し
て
い
た
﹂
と
、

歴
史
書
﹃
吾
妻
鏡
﹄
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
浅
利
庄
︵
中
央
市

豊
富
町
︶
一
帯
に
本
拠
を
構
え
て
い

た
浅
利
義
遠
︵
与
一
︶
が
、
勇
敢
な

子
供
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
板

額
を
嫁
に
も
ら
っ
た
た
め
、
甲
斐
の

国
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
板
額
は
日
本
三
女
傑
の
１
人
と
言

わ
れ
、﹁
一
に
板
額
、
二
に
巴
、
三
に

更
科
勇
婦
伝
﹂
と
巷
で
伝
え
ら
れ
る

ほ
ど
の
勇
婦
で
し
た
。
世
間
で
は
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
板
額
で
す
が
、

作
家
永
井
路
子
が
そ
の
著
書
で
巴
御

前
と
と
も
に
勇
婦
と
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
﹃
吾
妻
鏡
﹄
で
は
板
額
は

美
人
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

説
に
は
醜
婦
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
の
板
額
御
前
に
ま
つ
わ

る
伝
説
が
、
市
内
に
は
い
く
つ
か
残

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
境
川
町
の
小
黒
坂
地
区
に

は
板
額
塚
が
残
り
、
こ
の
塚
の
脇
の

境
川
小
学
校
へ
登
る
坂
道
が
、
板
額

坂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
板

額
が
出
産
に
先
立
ち
、
藤
垈
の
滝
の
脇

に
あ
る
瀬
立
不
動
に
お
参
り
し
た
際
に
、

腹
帯
を
締
め
直
し
た
と
言
わ
れ
る
帯

石
が
、
石
橋
か
ら
境
川
支
所
に
上
る

坂
道
の
右
側
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
利
に
嫁
に
き
た
板
額
の
お
墓
と

思
わ
れ
る
塚
︵
板
額
塚
︶
が
、
境
川

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
浅
利
与
一
と

板
額
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
が
、
石
橋

に
本
拠
を
構
え
て
い
た
石
橋
八
郎
信

継
に
嫁
い
だ
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
日
居
町
の
賀
茂
春
日
神

社
の
神
主
を
し
て
い
る
奥
山
家
に
は
、

板
額
が
使
用
し
た
と
言
わ
れ
る
、
な

ぎ
な
た
、
弓
、
鎧
通
︵
反
り
の
な
い
重

厚
に
き
た
え
た
短
刀
︶
が
残
っ
て
い

ま
す
。
城
氏
の
流
れ
を
く
む
一
族
で

あ
る
奥
山
家
が
近
く
に
い
た
こ
と
で
、

板
額
も
何
か
と
心
強
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
板
額
御
前
が
縁
で
、
境
川
村

と
中
条
町
は
平
成
８
年
に
友
好
町
村

の
盟
約
を
結
び
、
両
町
村
が
合
併
し

た
現
在
も
、
そ
の
関
係
は
続
い
て
い

ま
す
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

藤垈の滝と瀬立不動

帯石

板額塚

奥山家のなぎなた・鎧通

よ
ろ
い
ど
お
し

と
っ
さ
か
じ
ょ
う

じ
ょ
う
す
け
も
り

山東省山東省

　7月10日から12日までの3日間、旧一宮町と姉妹提携を結んで

いた中国山東省肥城市の訪問団が笛吹市を訪れました。

　今回訪れた一行は、張期東肥城市長を団長とする5人。市内の農

産物直売所や農協共選所などを視察しました。

　
中
国
肥
城
市
は
、
北
京
か
ら
南
へ
列
車

で
5
3
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
9
時
間
の
と

こ
ろ
に
あ
る
人
口
95
万
人
の
都
市
で
す
。

　
肥
城
市
と
は
旧
一
宮
町
が
平
成
6

年
に
、
﹁
人
と
人
と
の
交
流
を
積
極

的
に
進
め
、
両
市
町
及
び
両
国
に
平

和
と
繁
栄
を
増
進
し
、
両
市
町
民
の

友
好
と
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
、

産
業
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
に
よ
り
、
相

互
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
﹂
こ
と

を
目
的
に
姉
妹
提
携
を
結
ん
だ
も
の
で
、

笛
吹
市
と
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
訪
問
団
員
と
し
て
本
市
を
訪
れ
た
の

は
、
張
期
東
肥
城
市
人
民
政
府
市
長
を

は
じ
め
、
王
健
勇
肥
城
市
弁
公
室
主
任
・

旅
遊
局
長
、
武
仁
安
肥
城
市
農
業
局
長
、

高
冰
肥
城
市
政
府
研
究
室
主
任
、
季
欽

忠
泰
安
市
外
事
弁
公
室
次
長
の
5
人
。

　
11
日
に
行
わ
れ
た
友
好
会
談
に
は

市
か
ら
、
荻
野
市
長
、
龍
澤
議
会
議

長
を
は
じ
め
12
人
が
参
加
し
、
本
市

と
肥
城
市
の
農
業
や
観
光
産
業
の
現

状
な
ど
に
つ
い
て
会
談
。
会
談
後
に

は
今
回
の
訪
問
の
目
的
で
あ
る
、
﹁
肥

城
市
と
笛
吹
市
と
の
友
好
交
流
に
関

す
る
備
忘
録
﹂
に
荻
野
市
長
と
張
肥

城
市
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
11
日
と
12
日
の
日
程
で
市

内
の
施
設
や
観
光
ブ
ド
ウ
園
な
ど
を
視

察
。
12
日
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

国
際
交
流
協
会
や
農
工
商
業
団
体
、
市

内
在
住
中
国
人
等
40
人
が
参
加
し
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
訪
問
団
は
13
日
か
ら
15
日
に

か
け
大
阪
や
京
都
、
さ
ら
に
は
東
京
都

な
ど
を
視
察
し
16
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

中国山東省肥城市から友好訪問団が来市中国山東省肥城市から友好訪問団が来市

備忘録を手にする荻野市長と張肥城市長市役所で行われた友好会談

市内に定植されている肥城桃を視察する張肥城市長（右から2人目）

は
ん
が
く
ご
ぜ
ん


